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1 はじめに

1.1 マニュアル

翻訳のプロセスにおいて Transit と TermStar はとても強力なツールとなります。 広
範囲をカバーするマニュアルにしたがって、 Transit および TermStar を最適に使用
し、 正確な情報をすぐに仕事に役立てることができます。

1.1.1 インストール CD にあるマニュアル

インストール CD をスタート させて [ マニュアル ] をクリ ックするとインストール
CD から直接重要なマニュアルを見ることができます。

･ Transit/TermStar XV - インストール

Transit XV と TermStar XV のインストールとアップグレードインストール

･ Transit XV - ユーザガイド

Transit を使用する作業の基礎

･ TermStar XV - ユーザガイド

TermStar を使用する作業の基礎

･ Transit/TermStar XV - リファレンスガイ ド

Transit と TermStar の上級ユーザのための特別な機能

･ Transit XV - アライメン ト ツール

既存の翻訳からの参照マテリアルの作成

･ Transit XV - フ ィルタ

インポート可能なファイル形式に関する情報とヒン ト

･ TermStar XV – インポート / エクスポート

TermStar 辞書のエクスポート、 辞書のマージ、 および TermStar 辞書へのイ
ンポート
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1.1.2 移行に関するマニュアル

Transit/TermStar をインストールすると、 Windows のスタート メニューから
（Windows メニューの [ スタート ]|[ プログラム ]|[Transit XV]|[Transit 2.x からの移
行 ] または [Transit 3.0 からの移行 ]） 追補のマニュアルを呼び出せます。

･ TermStar/Transit XV - 2.x からの移行

2.x から XV への移行

･ TermStar/Transit XV - 2.x との比較

XV の新しい特徴と改善点および 2.7 と XV の機能比較

･ TermStar/Transit XV - 2.x とのデータ交換

XV のプロジェク トマネージャーと 2.7 の翻訳者間でのデータ交換およびその
逆のデータ交換

･ TermStar/Transit XV - 3.0 とのデータ交換

データ交換、 移行および 3.0 と XV の比較

1.1.3 上級ユーザのための特別なマニュアル

特定な仕事、 分野を扱う上級ユーザのための追補のマニュアルが用意されています。
これらのマニュアルはリクエストにより提供されます。

･ Transit XV - Transit を外部から起動するための API パラメータ

Transit が開始されるときのさまざまな機能の自動実行と選択されたプロジェ
ク トのパラメータ

･ Transit XV - ファイル形式定義のカスタマイズ

インポート／エクスポート時にフ ィルタやセグメンテーシ ョ ンに使用するファ
イル形式定義のカスタマイズ

･ TermStar XV - SQL データベースとの接続

TermStar と SQL データベースとの接続および TermStar での使用

1.1.4 ウェブサイ ト上の最新マニュアル

マニュアルの最新版およびその他ドキュメン トは、 www.star-solutions.netの
[Support]|[Download Center] からダウンロードできます。
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1.2 記号および表記規則

このマニュアルでは分かりやすいように特殊記号およびフォン ト を使用しています。
表では使用されている記号とフォン トおよびその意味が表記されています 1-1。

記号およびフォン ト 説明

警告

重大なエラーの警告。 この警告を無視
するとデータを損失することがありま
す。

注意

作業に影響するエラーを避けるための
重要な注意書き。

情報

作業を簡単にするための注意書きまた
はヒン ト。

手順

指示を実行するときの手順。

[ 編集 ]|[ 検索 ] をクリ ックします。 メニュー

メニュー、 オプシ ョ ンとボタンは、 太
字で表示されています。 縦棒 （|） は、
メニューとサブメニューを区別します。

左の例の意味 ： [ 編集 ] メニューをク
リ ックし、 [ 検索 ] 機能を選択する。

Ctrl+F4 を押します。 シ ョート カッ ト

この手順は Ctrl キーを押しながら F4
キーを同時に押す必要があることを意
味しています。

Ctrl+Q, E を押します。 左の例の意味 ：

･ Ctrl と Q を同時に押す。

･ その後、 E を押す。

表 1-1: 記号および表記規則
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メニュー、 シ ョート カッ ト、 アイコンでの機能の呼出し

このマニュアルでは機能をメニューで呼び出す方法について説明しています。 しか
し、 シ ョート カッ ト、 アイコン、 コンテキスト メニューでも多くの機能の呼び出しが
できます。

キーボードシ ョート カ ッ トおよび使用可能なアイコンの概要は、 Transit ユーザガイ
ドの付録を参照して ください。

用語 valve を入力します。 ユーザ入力

明朝斜体フォン トで示されている文字
をキーボードを使用して入力すること
を意味しています。

< 検索テキスト > を入力します。

< ファ イル名 > を選択します。

変数

不等号で囲まれた任意のテキストは不
等号で囲まれた具体的な値に置き換え
る必要があります。

lddd.rbe ファイルは
\config\global フォルダ内にあり
ます。

ファイル名

ファイルとフォルダの名前は、 明朝
フォン トで表示されます。

記号およびフォン ト 説明

表 1-1: 記号および表記規則 （続き）
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2 基礎知識

Transit は数多くの DTP ソフ トおよびワープロソフ トで作成されたファイルをイン
ポートできます。 Transit でインポート可能なファイル形式を表 2-1 にまとめてあり
ます。 詳細は、 示されている各セクシ ョ ンを参照して ください。

ファイル形式 サポート されているバージ ョ ン／詳細 Transit での
ファイルタイプ

AutoCAD dxf ファイル

･ 別売りフ ィルタ

･ サポート されているバージ ョ ン : 
AutoCAD Release 13 – 14

4.2 "AutoCAD" ： 31 ページ を参照。

AutoCAD (DXF)

Excel ･ サポート されているバージ ョ ン : 
Excel 97/2000/XP

3.2 "Excel" ： 15 ページ を参照。

MS Excel 97/2000/XP

FrameMaker mif ファイル

･ 別売りフ ィルタ

･ サポート されているバージ ョ ン : 
FrameMaker 4.0- 7.0

4.3 "FrameMaker" ： 33 ページ を参照。

Adobe FrameMaker 
(MIF)

HTML ･ サポート されているバージ ョ ン : 
4.0 までのバージ ョ ンすべて

3.3 "HTML" ： 15 ページ を参照。

･ HTML 4.x 

･ HTML 4.x Unicode

InDesign InDesign のプラグイン経由

･ 別売りフ ィルタ

･ サポート されているバージ ョ ン : 
InDesign 1.5/2.0/CS

4.4 "InDesign" ： 40 ページ を参照。

Adobe InDesign

Interleaf ASCII 形式

･ 別売りフ ィルタ

･ サポート されているバージ ョ ン : 
Interleaf 4.x-7.x

4.5 "Interleaf" ： 42 ページ を参照。

Interleaf 4.x-7.x

表 2-1: ファイル形式
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PageMaker ･ 別売りフ ィルタ

･ サポート されているバージ ョ ン : 
PageMaker 6.0 – 7.0

4.6 "PageMaker" ： 44 ページ を参照。

･ Pagemaker 6.0

･ Pagemaker 6.5

･ Pagemaker 7.0

PowerPoint ･ サポート されているバージ ョ ン : 
PowerPoint 97/2000/XP

3.4 "PowerPoint" ： 17 ページ を参照。

MS PowerPoint 
97/2000/XP

QuarkXPress QuarkXPress のテキスト

･ サポート されているバージ ョ ン : 
QuarkXPress 3.3.x – 4.1.x

3.5 "QuarkXPress" ： 19 ページ を参照。

･ QuarkXPress 
(Windows)

･ QuarkXPress 
(Macintosh)

「XGate」 でエクスポート されたデータ

･ 別売りフ ィルタ

4.8 "XGate" ： 51 ページ を参照。

･ Quark XGate 
(Windows)

･ Quark XGate 
(Macintosh)

リソースファイル 3.6 " リソースファイル " ： 24 ページ を
参照。

Resource Files

RTF ･ サポート されているバージ ョ ン : 
RTF 1.4 – 1.5

RTF 1.x

Winhelp 用
RTF

･ サポート されているバージ ョ ン : 
RTF 1.4 – 1.5

Help files RTF 1.x

SGML 3.7 "SGML/XML" ： 25 ページ を参照。 SGML

SVG ･ サポート されているバージ ョ ン : 
SVG 1.0

3.8 "SVG" ： 25 ページ を参照。

SVG

ファイル形式 サポート されているバージ ョ ン／詳細 Transit での
ファイルタイプ

表 2-1: ファイル形式 （続き）
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テキストファイル ･ ANSI コードのテキスト ファイル ･ Text (ANSI) 
1 new line

･ Text (ANSI) 
2 new lines

･ ASCII コードのテキスト ファイル ･ Text (MS-DOS) 
1 new line

･ Text (MS-DOS) 
2 new lines

･ Macintosh で作成したテキスト ファ
イル

･ Text (Macintosh) 
1 new line

･ Text (Macintosh) 
2 new lines

･ UNIX で作成したテキスト ファイル ･ Text (UNIX/ISO-
8859-X) 
1 new line

･ Text (UNIX/ISO-
8859-X) 
2 Newlines

･ Unicode のテキスト ファイル ･ Text (Unicode) 
1 new line

･ Text (Unicode) 
2 new lines

･ Text (UTF-8) 
1 new line

･ Text (UTF-8) 
2 new lines

3.9 " テキスト ファイル " ： 26 ページ を参照。

Visio XML drawing

･ 別売りフ ィルタ

･ サポート されているバージ ョ ン : 
Visio 2002/2003

4.7 "Visio" ： 49 ページ を参照。

Visio 2002/2003 XML

Word ･ サポート されているバージ ョ ン : 
Word 6/95/97/2000/XP

3.10 "Word" ： 28 ページ を参照。

MS Word f. Windows
95/97/2000/XP

ファイル形式 サポート されているバージ ョ ン／詳細 Transit での
ファイルタイプ

表 2-1: ファイル形式 （続き）
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ヘルプファイ
ル用 Word

･ サポート されているバージ ョ ン : 
Word 95/97/2000/XP

3.11 " ヘルプファイル用 Word" ： 29
ページ を参照。

･ Helpfiles Word f. 
Windows 95/97/
2000/XP

･ Helpfiles Ver. 2, MS 
Word f. Windows 
95/97/2000/XP 

WordPerfect ･ サポート されているバージ ョ ン : 
WordPerfect 5 – 10

WordPerfect 
5/6.x/7/8/9/10

XML 3.7 "SGML/XML" ： 25 ページ を参照。 XML

ファイル形式 サポート されているバージ ョ ン／詳細 Transit での
ファイルタイプ

表 2-1: ファイル形式 （続き）
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3 標準フ ィルタ

3.1 概要

Transit の標準フ ィルタに関する重要情報が、 このセクシ ョ ンにまとめてあります。
別売りフ ィルタについては 4 " オプシ ョ ンフ ィルタ " ： 31 ページ を参照して くださ
い。

インポート可能なすべてのファイル形式および使用可能なファイルの種類について
は 2 " 基礎知識 " ： 11 ページ を参照して ください。

3.2 Excel

3.2.1 高速保存

[ 高速保存 ] オプシ ョ ンを使用して保存した MS Office ドキュ メン トはインポートで
きません。

高速保存されたファイルをインポートするための準備

1 該当するアプリケーシ ョ ン （Word、 Excel、 PowerPoint） で、 ファイルを開き
ます。

2 [ 高速保存 ] オプシ ョ ンが使用されていないことを確認します。 必要に応じて、
[ ツール ]|[ オプシ ョ ン ] メニューの [ 保存 ] タブで、 [ 高速保存 ] オプシ ョ ンを
非選択します。

3 ファイルを再保存します。

以上で、 ファイルを通常とおりに Transit へインポートできます。

3.3 HTML

3.3.1 文字コード

Transit で使用可能な HTML のバージョ ンは以下のとおりです。

･ HTML 4.x

･ HTML 4.x Unicode
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フ ィルタを選択し、 HTML ファイルの翻訳が終了した後にエクスポートする方法を
指定します。 特殊文字が ANSI 文字にエンコード されるか、 Unicode 文字にエンコー
ド されるかは選択したフ ィルタによって異なります。

顧客の文字書式の確認

顧客から受け取った HTML ファイルに、どのような種類の文字コードが使用されてい
るかが不明な場合があります。 したがって、 どの文字コードが使用されているかにつ
いては顧客に確認して ください。

文字コードは Transit 上でのインポート とは関係ありません。 エディ タ上での翻訳作
業のため、 特殊文字はすべて自動的に Unicode 文字に変換されます。

3.3.2 HTML プロジェク トのフォルダ構成

一般的に HTML プロジェク トでは、 多数のサブフォルダそれぞれに多数の HTML
ファイルが保存されており、 各ファイルはクロスリファレンスが設定されています。

Transit にはそう した HTML プロジェク トでの作業を容易にする機能が 2 つありま
す。

･ フォルダおよびサブフォルダでのインポート

[ プロジェク ト ]|[ 設定 ] メニューで [ ファイル ] タブを選択してインポート
するファイルを指定する場合、 フォルダおよびその中のサブフォルダをすべて
選択できます （図 3-1）。

以下の手順で作業が行われます。

- 選択したフォルダおよびサブフォルダの HTML ファイルがすべてインポー
ト されます。

したがって、 1 つずつフォルダまたはサブフォルダを指定し、 HTML ファイ
ルをインポート をする必要はありません。

図 3-1: [ サブフォルダを含む ] オプシ ョ ンでフォルダを選択
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- エクスポート時、 同じフォルダ構成が作成され、 HTML ファイルが各フォル
ダにエクスポート されます。

HTML ファイルをエクスポート した後、 自分で各フォルダに 「分類する」 必
要はありません。

･ ランゲージペアをグローバルで開く

HTML プロジェク トでは通常、 容量の小さい数多くの HTML ファイルをイン
ポート します。 HTML ファイルそれぞれに対してランゲージペアが作成されま
す。

複数のランゲージペアを開く場合、 グローバルで開く ことができます （図 3-2）。

1 つのウィンドウに選択したすべてのランゲージペアが表示されます。 1 つの
ファイルを開いているように、 複数のランゲージペアを翻訳および編集できま
す。 こ うすると、 開いているすべてのランゲージペア上で、 [ 検索 ]、 [ 置換 ]、
[ スペルチェ ック ] などの機能を一括して使用できます。

3.4 PowerPoint

3.4.1 WordArt の要素

PowerPoint や Word のファイルに挿入されている WordArt の要素は Transit では表
示されません。

3.4.2 高速保存

[ 高速保存 ] オプシ ョ ンを使用して保存した MS Office ドキュ メン トはインポートで
きません。

図 3-2: [ グローバルウィンドウセッ トに追加する ] で複数のランゲージペアを開く
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高速保存されたファイルをインポートするための準備

1 該当するアプリケーシ ョ ン （Word、 Excel、 PowerPoint） で、 ファイルを開き
ます。

2 [ 高速保存 ] オプシ ョ ンが使用されていないことを確認します。 必要に応じて、
[ ツール ]|[ オプシ ョ ン ] メニューの [ 保存 ] タブで、 [ 高速保存 ] オプシ ョ ンを
非選択します。

3 ファイルを再保存します。

以上で、 ファイルを通常とおりに Transit へインポートできます。

3.4.3 PowerPoint ファイルの特殊なファイルタイプの設定

PowerPoint ファイルのファイルタイプの設定では 2 つの特殊なオプシ ョ ンがありま
す （図 3-3）。

･ マスタページ

PowerPoint では、 マスタページを使用し、 ヘッダやフッ タなどすべてのスラ
イ ド上で表示するテキスト を指定します。 通常これらのテキストは翻訳が必要
ですが、 翻訳が不要な場合もあります。

マスタページをインポートするか指定し、 翻訳できるようにします。

- マスタページをインポート しない場合、 [ マスタページの非表示 ] を選択し
ます。 マスタページは翻訳されません。 エクスポートの段階で再度、 ソース
言語のマスタページが取り込まれます。

- [ マスタページの非表示 ] を選択しない場合、 マスタページがインポート さ
れ、 翻訳が可能になります。

･ 注釈

PowerPoint では、 プレゼンテーシ ョ ン用のコ メン トなど、 スライ ド上以外で
も メモを記入できます。 通常これらのテキストは翻訳が必要ですが、 翻訳が不
要な場合もあります。

図 3-3: PowerPoint ファイルの特殊なファイルタイプの設定
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注釈をインポートするか指定し、 翻訳できるようにします。

- 注釈をインポート しない場合、 [ 注釈の非表示 ] を選択します。 マスタペー
ジは翻訳されません。 エクスポートの段階で再度、 ソース言語の注釈が取り
込まれます。

- [ 注釈の非表示 ] を選択しない場合、 注釈がインポート され、 翻訳が可能に
なります。

3.4.4 翻訳後のレイアウト修正

PowerPoint でフ ィールド とフレームのサイズが設定がされているため、 翻訳後にレ
イアウトの修正が必要です。

3.5 QuarkXPress

3.5.1 概要

QuarkXPress ファイルを Transit で翻訳する場合、 はじめに QuarkXPress ファイル
からテキスト をエクスポート します。 以下の手順が必要です。

･ テキストボックスの連結 
（3.5.2 " テキストボックスの連結 " ： 21 ページ 参照）

･ QuarkXPress 文書からテキスト ファイルの作成
（3.5.3 "QuarkXPress 文書からテキスト ファイルの作成 " ： 22 ページ 参照） 

･ Macintosh から Windows への変換 
（3.5.4 "Macintosh から Windows への変換 " ： 23 ページ 参照）

QuarkXPress XTension 「XGate」
上記の手順では非常に時間がかかります。

QuarkXPress ファイルを Transit 上で作業できる形式にする最も容易な方法は、
QuarkXPress XTension 「XGate」 を使用することです。 この場合、 QuarkXPress の
ドキュメン トは Transit 用の特殊なファイル形式で保存されます。

XGate はテキストをレイアウト情報から分離します。 レイアウト情報についての
「タグ」 がテキストに付随されます。 XGate を使用すれば、 テキストボックスが連結
されていても特に問題ありません。

Transit でこのテキスト ファイルをインポート し、 翻訳できます。 エクスポート した
翻訳済みのテキスト ファイルを XGate で QuarkXPress に取り込むと、 自動的にオリ
ジナルのレイアウトが再現されます。
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QuarkXPress 文書を処理する際に使用可能なほかのオプシ ョ ン、 およびオプシ ョ ン
で必要な各手順については、 表 3-1 を参照して ください。

XGate XPress タグで
の文書テキスト
の保存

フォーマットされ
ていないテキスト
の保存

手動でのテキス
トの生成

テキストボック
スの処理

不要 ･ 手動でリンクを貼る

または

･ 各フレームを個別にエクスポート

QuarkXPress
からの
エクスポート

XGate の
メニュー

XPress タグ付き
テキストを保存

テキストの保存 ･ QuarkXPress
でコピー

･ テキストエ
ディ タへペー
スト

（必要に応じて）
MAC から
Windows へ変換

自動 Transit

Transit へインポート

Transit でのファ
イルタイプ

Quark XGate QuarkXPress
(Macintosh)

Text (Macintosh)

Transit での翻訳、 Transit からのエクスポート

（必要に応じて）
Windows から
MAC へ変換

自動 Transit ･ Windows からテキストをロード

または

･ Transit

翻訳テキストを
QuarkXPress へ
インポート

XGate のメ
ニュー

テキストを適切
なテキストボッ
クスに取り込む
（スタイルシー
トを含む）

･ 適切なテキスト フレームへテ
キスト をロード

または

･ テキストエディ タでテキスト
をコピー

･ QuarkXPress で適切なテキス
ト フレームへペースト

段落および文字
書式の割当て

自動 手動 自動

表 3-1: QuarkXPress 文書を処理する際に使用可能なオプシ ョ ンおよび手順
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3.5.2 テキストボックスの連結

QuarkXPress ではテキストを入力する 「テキストボックス」 を使用して作業します。
したがって、 文書には複数のテキストボックスが含まれます。

あるテキストボックスから別のテキストボックスにまたがっているテキストがある
場合、 テキストボックスどう しを連結させることができます。 テキストボックスを
手動で連結させるには時間と労力が必要とされます。 したがって、 文書内のテキス
トボックスはあまり連結されていません。

テキストボックスが連結されているかどうかにより、 QuarkXPress からエクスポー
ト し、 Transit でインポートする場合の作業方法が異なります。

･ 連結されていないテキストボックス

連結されていない複数のテキストボックスから、 ひとつずつテキスト ファイル
が QuarkXPress によって生成されます。

生成されたテキスト ファイルをすべて Transit でインポート します。 Transit で
翻訳した後、 プロジェク ト をエクスポートするとターゲッ ト言語のテキスト
ファイルが生成されます。

そして翻訳済みのテキスト ファイルから、 テキスト を QuarkXPress ファイル
の適切なテキストボックスへコピーします。

･ 連結されているテキストボックス

複数の連結されたテキストボックスから、 ひとつの共通のテキスト ファイルが
QuarkXPress によって生成されます。

生成されたテキスト ファイルを Transit でインポート します。 Transit で翻訳し
た後、 プロジェク ト をエクスポートするとターゲッ ト言語のテキスト ファイル
が生成されます。

そして翻訳済みのテキスト ファイルから、 テキスト を QuarkXPress ファイル
のテキストボックスへコピーします。

ヒン ト ： 連結されたテキストボックスの使用

通常、連結されているテキストボックスを使用して作業する方が簡単です。 したがっ
て、 QuarkXPress 上で Text ファイルを生成する前にテキストボックスを連結させる
ことを推奨します。

QuarkXPress 上でテキストボックスを連結させる方法

1 QuarkXPress 上で QuarkXPress ファイルを開きます。

2 最初のテキストボックスの末尾にオーバーフロー記号 （X が付いた小さい四
角） をつけます。 まずテキストボックスをクリ ックします。 ツールパレッ トか
ら編集ツールを選択し、 テキストボックスをクリ ックします。 そして、 テン
キーの Enter キーを押します。

オーバーフロー記号がテキストボックスの末尾に表示されます。

3 2 番目のテキストボックスをクリ ックします。 テキスト をすべて選択して反転
表示させ、 切り取ります。
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4 ツールパレッ トの連結ツール （図 3-4） をクリ ッ クし、 連結ポインタで最初の
テキストボックスをクリ ックします。

テキストボックスの周囲にマーキーが表示されます。

5 2 番目のテキストボックスを連結ツールでクリ ックします。

連結関係を示す矢印が表示され、 最初のテキストボックスから 2 番目のテキス
トボックスを示します。 2 つのテキストボックスは連結されます （図 3-5）。

6 ツールパレッ トから編集ツールを再度選択し、 2 番目のテキストボックスを選
択します。

7 テキスト をクリ ップボードから 2 番目のテキストボックスに貼り付けます。

8 ファイルを保存します。

9 2 番目および 3 番目のテキストボックスでも手順 2 から  7 を繰り返します。 3
番目のテキストボックスからテキスト を切り取り、 2 番目および 3 番目のテキ
ストボックスを連結させ、 3 番目のテキストボックスにテキスト を貼り付けま
す。

10 すべてのフレームを連結させるまでこのステップを繰り返します。

3.5.3 QuarkXPress 文書からテキスト ファイルの作成

QuarkXPress 文書を Transit へインポートするには、 テキスト ファイルを作成する必
要があります。

ファイル名を変更するだけでな く、 テキスト をエクスポート

ファイル拡張子を qxpから xtg または txt などに変更するだけでは不十分です。
OuarkXPress 文書をエクスポート しないで Transit にインポート した場合、
Macintosh 版または Windows 版に関係な く、 文字が正し く表示されません。

図 3-4: 連結ツール

図 3-5: 連結されたテキストボックス
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QuarkXPress からテキストをファイルに保存する際、 以下のオプシ ョ ンがあります。

･ フォーマッ ト情報を含むテキスト ファイル

QuarkXPress からエクスポート されたテキストを 「XPress タグ」 と一緒に保
存できます。 XPress タグにはレイアウト情報が含まれているので、 段落およ
び文字のためのスタイルシート も保存されます。 翻訳後に QuarkXPress でテ
キスト を再度読み込むと、 テキストはフォーマッ ト されます。

この場合、 Transit で以下のフ ィルタのうち 1 つを使用して く ださい。

- QuarkXPress (Macintosh)

- QuarkXPress(Windows) - テキスト ファイルが ANSI に変換されている場合

翻訳済みのテキスト を QuarkXPress で再度読み込む場合、 [ スタイルシートを
含む ] を選択すれば、 フォーマッ ト情報が QuarkXPress タグに変換されます。

･ フォーマッ ト されていないテキスト ファイル

QuarkXPress からエクスポート されたテキストを、 フォーマッ ト されていな
いテキスト と して保存できます。 こ うすると、 フォーマッ ト情報はすべて失わ
れます。 翻訳後、 テキスト を QuarkXPress で再度読み込む場合、 テキスト を
再フォーマッ トする必要があります。

この場合、 Transit で以下のフ ィルタのうち 1 つを使用して く ださい。

- Text (Macintosh)

- Text (Ansi) - テキスト ファイルが ANSI に変換されている場合

･ 手動でのテキスト ファイル生成

QuarkXPress のエクスポート機能を使用せずに、 QuarkXPress からテキスト
を 「エクスポート」 できます。 QuarkXPress ファイルからテキストをコピー
し、 Mac のテキストエディ タに貼り付けます。

この場合、 Transit で以下のフ ィルタのうち 1 つを使用して く ださい。

- QuarkXPress (Macintosh)

- QuarkXPress(Windows) - テキスト ファイルが ANSI に変換されている場合

Transit で翻訳後、 Mac のテキストエディ タでターゲッ ト言語テキスト を表示
させ、 適切なテキストボックスに貼り付けます。

3.5.4 Macintosh から Windows への変換

Macintosh 版 QuarkXPress ファイルを変換し、 Transit で編集できるようにします。
変換は Macintosh の変換プログラムまたは Transit で自動的に実行できます。

推奨 ： Transit での変換

変換は Transit で実行することを推奨します。
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インポートおよびエクスポート時にテキストがまった く変換されていない、 または
二重に変換されていないか確認して ください。 以下のオプシ ョ ンのいずれかを選択
します。

･ Macintosh 上で変換

Macintosh 上の変換プログラムでテキスト を ANSI 形式に変換します。 Transit
で、 ファイルタイプに [QuarkXPress (Windows)] または [Text (ANSI)] を選択
します。

･ Transit 上で変換

Macintosh 上でファイルを Macintosh 形式で保存します。 Transit で、 ファイ
ルタイプに [QuarkXPress (Macintosh)] または [Text (Macintosh)] を選択しま
す。

ソース言語テキストおよびターゲッ ト言語テキストの変換は、 同じシステム上で実
行して く ださい。 両方を、 Macintosh 上または Transit 上で変換します。 これは、
Transit へインポートするための変換と同様、 翻訳したデータを QuarkXPress でイン
ポートするための変換にもあてはまります。

3.6 リソースファイル

3.6.1 特殊なファイルタイプの設定

ファイルタイプに [Resource Files] を選択した場合、 ファイルタイプの設定で
特殊オプシ ョ ンが表示されます （図 3-6）。

･ [ 要素 ID の表示 ] 
このオプシ ョ ンを選択すると、 個々のエレメン ト ID がインポート され、 ラン
ゲージファイルに表示されます。

図 3-6: リソースファイルの特殊なファイルタイプの設定
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･ [ ダイアログ名の表示 ]
このオプシ ョ ンを選択すると、 ダイアログ名がインポート され、 ランゲージ
ファイルに表示されます。

･ [ 要素座標の表示 ]
このオプシ ョ ンを選択すると、 個々の要素座標がインポート され、 ランゲージ
ファイルに表示されます。

･ [ コ メン トの表示 ]
このオプシ ョ ンを選択すると、 個々の要素のコ メン トがインポート され、 ラン
ゲージファイルに表示されます。

Transit では、 ランゲージファイルに表示されるテキストのみが翻訳できます。

これらのオプシ ョ ンを選択しない場合、 隠し要素は他のフォーマッ ト情報とともに
cod ファイルに保存され、 エクスポートの段階でターゲッ ト言語内に取り込まれま
す。

3.7 SGML/XML

SGML および XML 文書は 「DTD」 （Document Type Definition） に基き、 その要素の
構造、 変換、 内容、 手段が定義されています。 通常、 DTD はプロジェク ト、 顧客、
文書に合わせて最適化されています。 したがって、 SGML および XML 文書の構造は
プロジェク ト、 顧客、 文書作成により さまざまです。

できるだけ広範囲の SGML および XML 文書の処理を可能にするため、 SGML およ
び XML の DTD はご く一般的なものを想定しています。 したがって、 ユーザによっ
てカスタマイズされた DTD を考慮できません。 ユーザの DTD の特徴に合わせて
フ ィルタを最適化することは必要であり、 有益でもあります。

3.8 SVG

SVG について

SVG （Scalable Vector Graphics） は、 XML の原理でグラフ ィ ッ クの内容が定義され
たグラフ ィ ッ クの形式です。

SVG にはグラフ ィ ッ ク全体が、 標準の ASCII テキストで記述されています。 結果と
して、 ほかの形式の同様のグラフ ィ ッ クに比較すると、 SVG ファイルの容量は小さ
めです。 これは Internet 上でのベク トルグラフ ィ ッ クスとしての大きな利点です。
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翻訳作業における主な利点は、グラフ ィ ックの要素が ASCII テキスト と して使用可能
であるという ことです。グラフ ィ ッ クファイルが作成されたアプリケーシ ョ ンがな く
ても、翻訳者がグラフ ィ ッ クのテキストに直接アクセスできます。純粋なラスターグ
ラフ ィ ックスでは、 テキストにはアクセスできません。 例えば、 ビッ トマップではテ
キストはテキスト と してではな く、 個々のピクセルとして保存されます。

SVG 形式の仕様は、 数多くのソフ トウェアおよびハードウェア製造業者の協力を得
て、 World Wide Web Consortium （W3C） により定められています。 SVG は、 近い
将来、オープンでライセンスフリーの標準グラフ ィ ッ クになることが期待されていま
す。

グラフ ィ ックプログラム製造業者の多くが、 現在も SVG の改善に従事しています。
Transit XV はすでに SVG をサポート しています。

正しい翻訳には正しい SVG が必要

いくつかのグラフ ィ ックソフ トでは SVG にエクスポートできます。 ただし、 必ずし
も 「正確に」 はエクスポート されないこともあります。 グラフ ィ ッ クで必要不可欠
な情報のすべてが SVG ファイルにはエクスポート されないことがあります。 このよ
うな SVG ファイルは完全であるとはいえません。 特定のテキストプロパティ、 カ
ラー定義、 特殊文字などが消失することがあります。

Transit で翻訳した結果がオリジナルのファイルよりも良く なることはありません。
SVG へエクスポートする際に消失されたデータや、 グラフ ィ ックソフ トのエラーを
Transit では修正できません。 このような状況での結果として、 翻訳に関わらず、 期
待通りの SVG ファイルが作成されるとはかぎりません。

3.9 テキスト ファイル

3.9.1 ANSI テキスト ファイル上での西ヨーロッパ言語以外の
表示

ANSI テキスト ファイルを西ヨーロッパ言語以外の言語に翻訳する場合、 テキストエ
ディ タでは通常、 翻訳済みのテキスト ファイルを正し く表示できません。

例 ： キリル語の ANSI 文字は西ヨーロッパで使用される OS では表示できません。 一
方、 ロシアで使用される OS では正し く表示されます。

西ヨーロッパで使用される OS でキリル語のテキスト ファイルを表示する場合、 以
下にしたがって く ださい。

･ Word 2000

- Word 2000 上でテキスト ファイルを開きます。

文字変換を指定できるウィンドウが表示されます。
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- [ キリル文字 (Windows)] をフォン トに選択します。

キリル文字が正し く表示されます。

･ 文字セッ トがオプシ ョ ンのテキストエディ タ

- テキスト ファイルをテキストエディ タで開き、 文字セッ ト を指定します。

- テキスト全体を選択します。

- Arial CYR など、 キリル語のフォン ト を選択します。

- テキストがキリル語のフォン トで表示されます。

3.9.2 ファイル形式 - 1 new line、 2 new lines

テキスト ファイルのファイル形式には 2 種類あります。 1 new line および 2 new line
です。 テキスト ファイルの種類により、 Transit でのセグメンテーシ ョ ンは異なりま
す （表 3-2）。

1 new line 2 new line

Transit でテキスト上の 1
つの改行を認識する方法

段落の末尾 改行

Transit でテキスト上の 2
つ連続する改行を認識す
る方法

2 つの段落の末尾 （その
うち 1 段落は空）

段落の末尾

例 1 ： 
1 つの改行を含むテキス
トの場合

This is the first paragraph.<-
And this is the second.

Transit 上でのセグメン
テーシ ョ ンが段落ごとの
場合

改行ごとにセグメンテー
シ ョ ン ：
This is the first 
paragraph.<69> And 
this the second.<70>

2 つ連続する改行でセグ
メンテーシ ョ ン （下記の
例ではセグメン トマーカ
なし） ：
This is the first 
paragraph. And this the 
second.<69>

例 2 ： 
2 つ連続する改行を含む
テキストの場合

This is the first paragraph.<-
<-
And this is the second.

Transit 上でのセグメン
テーシ ョ ンが段落ごとの
場合

改行ごとにセグメンテー
シ ョ ン （空セグメン トが
できる） ：
This is the first 
paragraph.<69><70> And 
this the second.<71>

2 つ連続する改行でセグ
メンテーシ ョ ン ：
This is the first 
paragraph.<69> And 
this the second.<70>

表 3-2: 1 new line および 2 new line の相違点
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1 つの文章中に改行が含まれる場合、 必ず 2 new lines を使用します。 そう しないと、
文章の途中でセグメンテーシ ョ ンされてしまいます。

3.10 Word

3.10.1 WordArt の要素

PowerPoint や Word のファイルに挿入されている WordArt の要素は Transit では表
示されません。

3.10.2 高速保存

[ 高速保存 ] オプシ ョ ンを使用して保存した MS Office ドキュ メン トはインポートで
きません。

高速保存されたファイルをインポートするための準備

1 該当するアプリケーシ ョ ン （Word、 Excel、 PowerPoint） で、 ファイルを開き
ます。

2 [ 高速保存 ] オプシ ョ ンが使用されていないことを確認します。 必要に応じて、
[ ツール ]|[ オプシ ョ ン ] メニューの [ 保存 ] タブで、 [ 高速保存 ] オプシ ョ ンを
非選択します。

3 ファイルを再保存します。

以上で、 ファイルを通常とおりに Transit へインポートできます。

3.10.3 埋め込みオブジェク ト

PowerPoint または Excel で作成したオブジェク トが Word ファイルに埋め込まれて
いても、 Transit でインポート して翻訳できます。

Word ファイルにエクスポート したら、 埋め込みオブジェク ト を更新して翻訳済みオ
ブジェク ト を表示させて ください。

3.10.4 Word 上での変換履歴

Word には変換履歴の機能があります。 これにより、 文書の修正箇所が強調され、 変
更を確認できます。

変更を示す記号が多数含まれる文書は Transit 上では、 正し く エクスポート されない
こともあります。 以下のエラーメ ッセージが表示されます。

「[Filtering] フィルタエラー： 内部エラー。」
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ソース言語の Word ファ イルが完成し 、 翻訳する準備ができたら、 変更を示す記号
は不要のはずです。 し たがって、 Word 文書を Transit でインポート する前に、 変
更を示す記号を削除し ます（ [ ツール ]|[ 変更履歴の作成 ]|[ 変更内容の表示 ] または
[ 変更内容の確認 ]）。

3.11 ヘルプファイル用 Word

ヘルプファイル用の Word 文書には、 以下の 2 つのフ ィルタがあります。

･ Helpfiles Word f. Windows 95/97/2000/XP

･ Helpfiles version 2, MS Word f. Windows 95/97/2000/XP

上記 2 つ目のフ ィルタ （version 2） は、 1 つ目のフ ィルタの改訂版です。 互換性の
ため、 2 つのフ ィルタのどちらかを選択できます。

推奨 ： 新規プロジェク トには version 2
新規プロジェク トに対しては、 改善されているフ ィルタ [helpfiles version 2, MS 
Word f. Windows 95/97/2000/XP] の使用を推奨します。 1 つ目のフ ィルタで作成され
た参照マテリアルを容易に使用できます。
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4 オプシ ョ ンフ ィルタ

4.1 概要

標準フ ィルタとは別に追加購入できるフ ィルタに関する重要情報を、 このセクシ ョ
ンにまとめてあります。標準フ ィルタについては 3 " 標準フ ィルタ " ： 15 ページ を参
照して ください。

インポート可能なすべてのファイル形式および使用可能なファイルの種類について
は 2 " 基礎知識 " ： 11 ページ を参照して ください。

4.2 AutoCAD

4.2.1 概要

AutoCAD と Transit のデータ交換には dxf を用います。

AutoCAD を使用して、 文書を dxf ファイルとして保存できます （4.2.2 ： 32 ページ 
参照）。 このファイルを Transit へインポートできます。

文書を Transit で翻訳したら、 Transit からエクスポート し、 エクスポート した dxf
ファイルを AutoCAD で開いて dwg ファイルとして保存します （4.2.3 ： 32 ページ 参
照）。

別売りフ ィルタはライセンス番号によって使用が可能

これらのファイルをインポートするために必要なフ ィルタはオプシ ョ ンであり、標準
装備されていません。フ ィルタを使用するにはライセンス番号が必要です。Transit を
インストールしても希望するオプシ ョ ンフ ィルタが使用できない場合は、弊社の営業
担当にお問合せください。

サポート されている AutoCAD のバージョ ン

AutoCAD バージョ ン 14 がサポート されています。 このバージ ョ ンで dxf と して保
存されていることを確認して ください。
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4.2.2 Transit へインポートするために文書を dxf と して保存

AutoCAD 文書を Transit で翻訳するため、 dxf ファイルとして保存する必要がありま
す。 このファイルを Transit でインポート します。

AutoCAD ファイルを dxf ファイルに保存する方法

1 文書を AutoCAD で開きます。

2 [File]|[Save as] を選択します。

[Save drawings] ウィンドウが表示されます。

- [File type] で [AutoCAD R14/LT98/LT97 DXF (*.dxf)] を選択します。

- 保存先のフォルダおよびファイル名を選択します。

- 選択を確認し、 [ 保存 ] をクリ ックします。

文書は dxf ファイルとして保存されます。 このファイルをインポートし、 翻訳します。

4.2.3 翻訳済みの dxf ファイルを dwg ファイルとして保存

Transit で翻訳された dxf ファイルを受け取り、 AutoCAD で開いて dwg ファイルと
して保存できます。

翻訳済みの dxf ファイルを開いて dwg ファイルとして保存する方法

1 AutoCAD で、 [File]|[Open] を選択します。

[Open file] ウィンドウが表示されます。

- [File type] で [AutoCAD R14/LT98/LT97 DXF (*.dxf)] を選択します。

- 開く dxf ファイルの保存先およびファイル名を選択します。

- 選択を確認し、 [ 開く ] をクリ ックします。

ファイルが開きます。

2 [File]|[Save as] を選択します。

[Save drawings] ウィンドウが表示されます。

- [File type] で [AutoCAD ･･･ drawing (*.dwg)] を選択します。

- 保存先のフォルダおよびファイル名を選択します。

- 選択を確認し、 [ 保存 ] をクリ ックします。

文書は dwg ファイルとして保存されます。 これで翻訳済みのファイルを dwg ファイ
ルとして使用できます。
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4.3 FrameMaker

4.3.1 概要

AutoCAD と Transit のデータ交換には MIF を用います。

FrameMaker を使用して、 文書を MIF ファイルとして保存できます （4.3.2 ： 33 ペー
ジ 参照）。 このファイルを Transit へインポートできます。

文書を Transit で翻訳したら、 Transit からエクスポート し、 FrameMaker でエクス
ポート したファイルを開いて保存します （4.3.3 ： 33 ページ 参照）。

FrameMaker 文書を翻訳するためのヒン トは 4.3.4 ： 35 ページ を参照して ください。

4.3.2 FrameMaker 文書を MIF ファイルとして保存

FrameMaker 文書を Transit で翻訳するには、 FrameMaker を使用して、 拡張子が
.mif である MIF ファイルに保存する必要があります。 このファイルを Transit でイ
ンポート します。

FrameMaker 文書を MIF ファイルとして保存する方法

1 文書を FrameMaker で開きます。

2 [ ファイル ]|[ 別名で保存 ] を選択します。

[ 文書の保存 ] ウィンドウが表示されます。

- [ ファイルの種類 ] で、 [MIF (*.mif)] を選択します。

- 保存先のフォルダおよびファイル名を選択します。

- 選択を確認し、 [ 保存 ] をクリ ックします。

文書は MIF ファイルとして保存されます。 このファイルをインポート し、 翻訳しま
す。

ヒン ト ： 変換ツールを使用する

大量のファイルを MIF 形式で保存する場合、 MIF Maker などの MIF 変換ツールの使
用を推奨します。 これにより、 FrameMaker book にあるファイルをすべて MIF ファ
イルに保存できます。

4.3.3 翻訳済みの MIF ファイルを FrameMaker 文書として保存

Transit で翻訳したファイルを FrameMaker で開き、 拡張子が .fm である
FrameMaker 文書として保存できます。
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翻訳済み MIF ファイルを開いて FrameMaker 文書として保存する方法

1 FrameMaker で、 [ ファイル ]|[ 開く ] を選択します。

[ 開く ] ウィンドウが表示されます。

- [ ファイルの種類 ] で、 [MIF (*.mif)] を選択します。

- 開く MIF ファイルの保存先およびファイル名を選択します。

- 選択を確認し、 [ 開く ] をクリ ックします。

ファイルが開きます。

2 [ ファイル ]|[ 別名で保存 ] を選択します。

[ 文書を保存 ] ウィンドウが表示されます。

- [ ファイルの種類 ] で、 [ 文書 (*.fm)] を選択します。

- 保存先のフォルダおよびファイル名を選択します。

- [ ファイル名 ] フ ィールドのファイル名の後に、 ファイル拡張子 「.fm」 （ピ
リオドを含む） が入力されていることを確認します。

拡張子は自動的には追加されないので、 自分で拡張子を入力する必要があり
ます。 入力しないと、 ファイルは正し く保存されません。

- 選択を確認し、 [ 保存 ] をクリ ックします。

文書は MIF ファイルとして保存されます。 これで翻訳済みのファイルを
FrameMaker 文書として使用できます。
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4.3.4 FrameMaker の特殊なファイルタイプの設定

FrameMaker 文書には、 本文として表示されるテキストのほかに追加のテキスト要
素が含まれている可能性があります。

プロジェク ト設定の [ ファイルタイプ ] タブで、 ファイルタイプに [Adobe 
FrameMaker (MIF)] を選択した場合、 追加のオプシ ョ ンを設定できます。

Transit のエディ タに表示させるテキストの種類、 つまり翻訳すべきテキストをオプ
シ ョ ンと して選択できます （表 4-1）。 Transit エディ タに表示されないテキストは変
更されず、 エクスポート時に元の状態のまま取り込まれます。

図 4-1: FrameMaker の特殊なファイルタイプの設定

テキストの種類 説明 ファイルタイプで
の設定

マスタページのテ
キスト

ページレイアウトの不変要素
例 ： フ ッ タに表示される文書のタイ トル
（User's Guide）

マスタページの非
表示

リファレンスペー
ジのテキスト

上級の定義 （例 ： HTML へのエクスポー
ト用、 索引作成用）

リファレンスページのテキストを翻訳す
る必要があることはご く稀です。 翻訳し
てしまう と FrameMaker が正し く機能
しな く なる可能性があります。

リファレンスペー
ジの非表示

表 4-1: FrameMaker のテキストの種類と相当する設定
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4.3.5 どのテキストの翻訳が必要？

翻訳が必要なテキスト を判断するには、 インポートする FrameMaker 文書の構造を
把握する必要があります。 したがって、 以下の推奨は絶対的なものではありません。
ただし、 構造が的確で、 書式が正確に定義されている文書では、 以下の推奨は有効
であるはずです。

･ マスタページのテキスト

翻訳が必要かどうかは、 レイアウト とマスタページの内容によります。

推奨 ：

- マスタページに翻訳が必要なテキストが含まれていない場合、 [ マスタペー
ジの非表示 ] を選択します。

- マスタページに翻訳が必要なテキストが含まれている場合、 以降のページに
記載されている宣言部を翻訳する方法と同じ手順をとることができます。 1
ブックの FrameMaker ファイルすべてに 1 つのマスタページを割り当てる
と、 マスタページの翻訳に費やす労力を軽減できます。 宣言部を翻訳する手
順は 4.3.6 " 宣言部のテキストの翻訳 " ： 38 ページ へ進んで下さい。 ただし、
[ マスタページの非表示 ] を選択して ください。

･ リファレンスページのテキスト

リファレンスページのテキスト を翻訳する必要があることはご く稀です。 翻訳
してしまう と FrameMaker が正し く機能しな く なる可能性があります。
FrameMaker の上級ユーザのみ、 リファレンスページの変更が有効です。

推奨 ： 

- リファレンスページはインポート しません。

宣言部のテキスト
（例 ： 段落書式、
相互参照の書式、
変数の内容）

広い意味でのテキスト要素が文書内で繰
り返して使用されます。

例 ：

･ 相互参照の書式 ：
Abschnitt … auf Seite …

･ 段落書式 ： 
Abbildung …または Schritt …

･ 変数のテキスト ：
例 - 商品名 
Coocoo Clock "Black Forest”

宣言部の非表示

コンディシ ョナル
テキスト

FrameMaker では、 テキスト を表示また
は非表示させるために、 コンディシ ョ ン
を割り当てて制御できます。

アクテ ィブのコン
ディシ ョナルテキ
ストだけ表示

テキストの種類 説明 ファイルタイプで
の設定

表 4-1: FrameMaker のテキストの種類と相当する設定 （続き）
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- 結果 ： 必要な場合に限って、 [ リファレンスページの非表示 ] を非選択にし
ます。

･ 非表示のコンディシ ョナルテキスト

翻訳が必要かどうかは使用状況によって異なります。

- FrameMaker ユーザの内部コメン トのみがコンディシ ョナルテキストに含ま
れているのであれば、 通常、 翻訳は不要です。

- 該当する文書用に異なる変数を作成するためにコンディシ ョナルテキストを
使用している場合、 通常、 翻訳は必要とされます。

この場合、 文章の途中に置かれるコンディシ ョナルテキストは、 翻訳者の混
乱を招き、 したがって翻訳労力の増加をもたらす可能性があることに注意し
て ください。

一般的には、 FrameMaker 内のコンディシ ョナルテキストは Transit へイン
ポートする前に削除することを推奨しています。

以下の手順を推奨します。

- FrameMaker 内のコンディシ ョナルテキストを削除します。 または、 アンコ
ンディシ ョナルな （「通常の」） テキストに変換します。

該当する文書用の異なる変数を作成するためにコンディシ ョナルテキストを
使用している場合、 異なる変数ごとに FrameMaker ファイルを複製し、 1
ファイルずつ翻訳します。 1 つめのファイルを翻訳すれば、 ほかのファイル
で一致するテキストは自動的に置き換えられます。 したがって、 翻訳が必要
な異なる変数が見つかるのを待つだけですみます。

- この手順では、 Transit にインポート されたファイルにはコンディシ ョナル
テキストは含まれません。 この場合、 [ アクテ ィブのコンディシ ョナルテキ
ストだけ表示 ] を重要視する必要はな く なります。

Transit エディ タで、 インポート されたコンディシ ョナルテキストを表示させ
る方法は 4.3.7 " コンディシ ョナルテキストの表示 " ： 39 ページ を参照して く
ださい。

･ 宣言部のテキスト

通常、 宣言部のテキストは FrameMaker 文書の 「通常」 のテキスト と して表
示されるので、 翻訳が必要とされます。

表 4-1 ： 35 ページ の例 ：

- User’ s Guide -> Benutzerhandbuch

- Abschnitt … auf Seite … -> section … on page …

- Abbildung …、 Schritt … -> Figure …、 Step …

- Coocoo Clock "Black Forest"-> Kuckucksuhr „Schwarzwald”

典型的な FrameMaker のブックには複数の FrameMaker ファイルが含まれて
おり、 すべてのファイルに同じ宣言部が使用されています。 この場合、 翻訳労
力を軽減し、 複数のファイルそれぞれに含まれる同一の宣言部の翻訳を回避す
る方法があります （4.3.6 ： 38 ページ 参照）。
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4.3.6 宣言部のテキストの翻訳

複数の FrameMaker ファイルが含まれているブックで、 すべてのファイルに同じ宣
言部が使用されている場合、 翻訳労力を軽減できます。

以下の手順にしたがって ください。

1 FrameMaker ファイルの 1 つを、 宣言部も含めてインポート （[ 宣言部の非表
示 ] を非選択） し、 翻訳してエクスポート します。 エクスポート された
FrameMaker ファイルには、 ターゲッ ト言語に翻訳された宣言部が含まれま
す。

2 ほかの FrameMaker ファイルを、 宣言部を含めないでインポート （[ 宣言部の
非表示 ] を選択） し、 翻訳してエクスポート します。 エクスポート された
FrameMaker ファイルには、 ソース言語での宣言部が残ります。

3 FrameMaker で、 最初に翻訳し た（ タ ーゲッ ト 言語に翻訳さ れた宣言部を含
む） ファ イルの書式をほかのファ イルに取り 込みます（ プルダウンメ ニュー
[ ファイル ]|[ 取り込み ]|[ 書式 ]）。

書式を取り込む際、 ソース言語のままの宣言部は、 最初に翻訳したファイルの宣言
部で置き換えられます。 翻訳済みの宣言部は、 ソース言語のテキストに変更がなけ
れば、 将来的にも使用できます。

この手順には、 長所も短所もあります。

･ 長所 ：

- 書式、 変数、 マスタページに一貫性がある。 翻訳が不統一になることがな
い。

- 翻訳分量の軽減 （宣言部の翻訳は 1 ファイルでのみ）

･ 短所 ：

- 書式定義が一致していない FrameMaker 文書またはブックを扱うには、 コ
スト も時間もかかり過ぎる。

- 書式が統一されていない （書式名が同じでも設定が異なる） 場合、 熟考され
た書式の相違は消失される。

- ほかの （宣言部はインポート しなかった） FrameMaker ファイルに追加の宣
言部が含まれている場合、 ターゲッ ト言語に翻訳されていないため、 ソース
言語のままになる。

FrameMaker ブックおよび文書の構造が統一されていない場合、 短所として述べた
現象が起きるのが通常です。 また、 FrameMaker の機能を充分に使いこなすことも
できないかもしれません。

以下の手順を推奨します。

･ FrameMaker 文書の構造が良い場合 ：

手順 1 ： 38 ページ 以降に進んで ください。
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･ FrameMaker 文書の構造が良いとは確証できない場合 ：

すべての FrameMaker ファイルを宣言部も含めてインポート （[ 宣言部の非表
示 ] を非選択）、 翻訳、 エクスポート します。 この場合、 すべてのファイルの
すべての宣言部を翻訳する必要がありますが、 ファジーマッチを頻繁に利用で
きるはずです。

マスタページの翻訳労力の軽減

マスタページのテキストについては、宣言部についてと同様の設定を推奨します。 つ
まり、1 ブックの FrameMaker ファイルすべてに 1 つのマスタページを割り当てると、
マスタページの翻訳に費やす労力を軽減できます。このセクシ ョ ンの手順にしたがっ
て操作して下さい。 ただし、 [ マスタページの非表示 ] を選択して ください。

4.3.7 コンディシ ョナルテキストの表示 

FrameMaker ファイルでコンディシ ョナルテキスト も翻訳する場合、 [ ビュー ]|[ タ
グの表示／非表示 ] を選択し、 [ フルタグの表示 ] オプシ ョ ンを選択することを推奨
します。 すると、 コンディシ ョナルテキストが以下のように表示されます。
<cond id="1" cond1="Condition name">Conditional text
<CondEnd id="3">

非表示のコンディシ ョナルテキスト もインポートするかどうか設定できます （4.3.4 
"FrameMaker の特殊なファイルタイプの設定 " ： 35 ページ を参照）。

4.3.8 相互参照の表示

FrameMaker ファイルの相互参照は以下のように表示されます。

詳細は <XRef id="56" result="4.3 "FrameMaker"•F 33 ƒy •[ ƒW "/>を参照し
てください。

相互参照は保護されており、 翻訳中は変更できません。 相互参照の内容 （例の 4.3 
"FrameMaker"：33 ページ） は翻訳できません。 また、 翻訳不要です。 相互参照はエ
クスポート後、 FrameMaker 上で更新されます。

4.3.9 長い索引マーカ

FrameMaker の索引エン ト リは、 255 文字以内です。 エクスポート時、 長い索引エ
ン ト リは 255 文字以下に保存され、 以下の警告が表示されます。
「[ フィルタリング ]フィルタエラー： テキストフィールドが長すぎます。
短くしてください。」

該当する索引エン ト リを短く してから、 ファイルをエクスポート します。
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4.4 InDesign

4.4.1 概要

InDesign から Transit へデータ変換するには、 STAR Transit Text-and-Code形式を使
用します。

InDesign プラグインを使用することによって、 InDesign 文書をエクスポート
（4.4.2 ： 40 ページ 参照）、 また Transit でインポートできます。

文書を Transit で翻訳したら、 Transit からエクスポート し、 InDesign でエクスポー
ト したファイルを開いて保存します （4.4.3 ： 41 ページ 参照）。

別売りフ ィルタはライセンス番号によって使用が可能

これらのファイルをインポートするために必要なフ ィルタはオプシ ョ ンであり、標準
装備されていません。フ ィルタを使用するにはライセンス番号が必要です。Transit を
インストールしても希望するオプシ ョ ンフ ィルタが使用できない場合は、弊社の営業
担当にお問合せく ださい。

InDesign のプラグイン

InDesign 1.5/2.0 のプラグインを無償で提供しています。 Transit XV インストール
CD の [ アクセサリ ] フォルダに格納されています。 プラグインのインストーラにつ
いては、 インストールマニュアルを参照して ください。

InDesign CS 用のプラグインは、 通常、 含まれていないことに注意して下さい。 ご希
望の場合、 弊社の営業担当にお申し込みください。

サポート されている InDesing のバージ ョ ン

InDesign および Transit 間でデータを変換するには、InDesign 1.5/2.0 または InDesign
CS のプラグインが必要です。その他のバージ ョ ンの InDesign ではプラグインは動作
しません。

4.4.2 InDesign 文書を Transit 用にエクスポート

InDesign 文書を Transit 上で翻訳するには、 InDesign 文書を STAR Transit Text-
and-Code形式 （拡張子 「ttc」） にエクスポート します。

このファイルを Transit でインポート します。
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InDesign 文書を STAR Transit Text-and-Code形式にエクスポートする
方法

1 文書を InDesign で開きます。

2 [ ファイル ]|[ データ書き出し ] を選択します。

[ 書き出し ] ウィンドウが表示されます。

- [ ファイルの種類 ] で、 [STAR Transit Text-and-Code] を選択します。

- エクスポート先のフォルダおよび ttc ファイルの名前を選択します。

- 選択を確認し、 [ 保存 ] をクリ ックします。

InDesign 文書が ttc ファイルにエクスポート されます。 このファイルをインポート
し、 翻訳します。

4.4.3 翻訳済みファイルを InDesign 文書として保存

Transit で翻訳したファイルを STAR Transit Text-and-Code 形式にエクスポート した
ら、 エクスポート したファイルを InDesign で開き、 InDesign 文書として保存しま
す。

エクスポート して開くには同じバージ ョ ンの InDesign を使用

ターゲッ ト言語に翻訳された ttc ファイルは、 オリジナル文書をエクスポート した
ときに使用した同じバージ ョ ンの InDesign で開きます。 InDesign CS でエクスポー
ト した ttc ファイルは、 InDesign 1.5/2.0 では開く ことはできません。

そのような場合、 [ ファイルを開く ことができません ] ウィンドウが表示されます。

翻訳済みファイルを開いて InDesign 文書として保存する方法

1 InDesign で [ ファイル ]|[ 開く ] を選択します。

[ ファイルを開く ] ウィンドウが表示されます。

- [ ファイルの種類 ] で、 [STAR Transit Text-and-Code] を選択します。

- 開く ファイルの保存先およびファイル名を選択します。

- 選択を確認し、 [ 開く ] をクリ ックします。

ファイルが開きます。

2 [ 保存 ]|[ 別名で保存 ] を選択します。

[ ファイルの保存 ] ウィンドウが表示されます。

- [ ファイルの種類 ] で、 [InDesign 文書 ] を選択します。

- 保存先のフォルダおよびファイル名を選択します。

- 選択を確認し、 [ 保存 ] をクリ ックします。

ファイルは InDesign 文書として保存されます。 これで翻訳済みのファイルを
InDesign 文書として使用できます。
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4.5 Interleaf

4.5.1 概要

Interleaf では、 標準として、 文書はバイナリ形式で保存されます。 Interleaf と
Transit のデータ交換には ASCII 形式文書を用います。

Interleaf で、 文書を ASCII 形式として保存できます （4.5.2 ： 42 ページ 参照）。 この
ファイルを Transit へインポートできます。

文書を Transit で翻訳したら、 Transit からエクスポート し、 ASCII 形式のファイルを
Interleaf で開いてバイナリ形式に保存できます （4.5.3 ： 43 ページ 参照）。

Interleaf 文書を翻訳するためのヒン トは 4.5.4 ： 43 ページ を参照して ください。

別売りフ ィルタはライセンス番号によって使用が可能

これらのファイルをインポートするために必要なフ ィルタはオプシ ョ ンであり、標準
装備されていません。フ ィルタを使用するにはライセンス番号が必要です。Transit を
インストールしても希望するオプシ ョ ンフ ィルタが使用できない場合は、弊社の営業
担当にお問合せく ださい。

4.5.2 Transit へインポートするために Interleaf 文書を
ASCII 形式で保存

Interleaf 文書を Transit で翻訳するため、 ASCII 形式で保存する必要があります。 こ
のファイルを Transit でインポート します。

Interleaf 文書を ASCII 形式で保存する方法

1 文書を Interleaf で開きます。

2 [ ファイル ]|[ 名前を付けて保存 ] を選択します。

[ 名前を付けて保存 ] ウィンドウが表示されます。

- [ ファイルの種類 ] で、 [ リリース 5 ASCII (*.doc)] を選択します。

- 保存先のフォルダおよびファイル名を選択します。

- 選択を確認し、 [ 保存 ] をクリ ックします。

文書は ASCII 形式として保存されます。 このファイルをインポート し、 翻訳します。

Interleaf ファイルがバイナリ形式または ASCII 形式で保存されているこ
とを確認する方法

1 Interleaf ファイルをテキストエディ タで開きます。

2 ファイルの先頭にあるエン ト リをチェ ックします。
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- OPS - Interleaf ファイルはバイナリ形式で保存されています。

- <!OPS> - Interleaf ファイルは ASCII 形式で保存されています。

Interleaf で生成されるファイル

Interleaf ファイルを開く と、 ildoc,9 または ildoc@ などの拡張子が付いたファイ
ルが生成されます。

これらのファイルは Transit 上では特に重要ではありません。 Transit では拡張子が
doc である ASCII 形式のファイルしかインポート されません。

4.5.3 翻訳済みの ASCII ファイルをバイナリ形式として保存

Transit で翻訳された ASCII 形式ファイルを受け取り、 Interleaf で開いてバイナリ形
式に保存できます。

翻訳済み ASCII ファイルを開いてバイナリ形式に保存する方法

1 Interleaf で、 [ ファイル ]|[ 開く ] を選択します。

[ ファイルを開く ] ウィンドウが表示されます。

- 開く ASCII ファイルの保存先およびファイル名を選択します。

[ ファイルを開く ] ウィンドウには、 ASCII 形式の文書だけでな く、 バイナ
リ形式の文書も表示されます。 Transit で翻訳の済んだ ASCII 形式のファイ
ルを選択するように注意して ください。

- 選択を確認し、 [ 開く ] をクリ ックします。

ファイルが開きます。

2 [ ファイル ]|[ 名前を付けて保存 ] を選択します。

[ 名前を付けて保存 ] ウィンドウが表示されます。

- [ ファイルの種類 ] で、 [ 高速 (*.doc)] を選択します。

- 保存先のフォルダおよびファイル名を選択します。

- 選択を確認し、 [ 保存 ] をクリ ックします。

文書はバイナリ形式として保存されます。 これで翻訳済みのファイルをバイナリ形
式の Interleaf 文書として使用できます。

4.5.4 複数のサブフォルダが含まれる Interleaf プロジェク ト
の翻訳

Interleaf のプロジェク トでは複数のサブフォルダ （ブック） にファイルが保存され
ていることが頻繁にあります。 Transit にはそう したプロジェク トでの作業を容易に
する機能があります。
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[ プロジェク ト ]|[ 設定 ] メニューで [ ファイル ] タブを選択し、 インポートするファ
イルを指定する場合、 フォルダおよびその中のサブフォルダをすべて選択できます。
[ フォルダの選択 ] ウィンドウで、 [ サブフォルダを含む ] を選択します。

以下の手順で作業が行われます。

･ 選択したフォルダおよびサブフォルダの ASCII 形式ファイルがすべてイン
ポート されます。

したがって、 1 つずつフォルダまたはサブフォルダを指定し、 ASCII 形式ファ
イルをインポート をする必要はありません。

･ エクスポート時、 同じフォルダ構成が作成され、 ASCII 形式ファイルが各フォ
ルダにエクスポート されます。

ASCII 形式ファイルをエクスポート した後、 各フォルダに自分で 「分類」 する
必要はありません。

4.6 PageMaker

別売りフ ィルタはライセンス番号によって使用が可能

これらのファイルをインポートするために必要なフ ィルタはオプシ ョ ンであり、標準
装備されていません。フ ィルタを使用するにはライセンス番号が必要です。Transit を
インストールしても希望するオプシ ョ ンフ ィルタが使用できない場合は、弊社の営業
担当にお問合せく ださい。

4.6.1 非表示のレイヤーを翻訳

Adobe PageMaker では、 レイヤーを作成できます。 レイヤーを表示させるかどうは
ユーザが決定できます。

Transit へインポートする際、 デフォルトでは表示／非表示には関わらずすべてのレ
イヤーのテキストがインポート されます。

pm.ini ファイルのパラメータを使用して、 アクテ ィブなレイヤーのテキストのみ
をインポートできます。 この場合、 エクスポート時に非表示のレイヤーのテキスト
が取り込まれます。 ファイルは Transit インストールフォルダのサブフォルダ
config\sysにあります。

以下の行をファイルに入力します。

･ TextFromInvisibleLayers=<value>

･ 可能な値 ：

0 – 非表示のレイヤーのテキストは一切インポート されません。 インポート さ
れないテキストは翻訳できません。 エクスポートの際、 これらのテキストは
ソース言語で取り込まれます。
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1 （デフォルト） – すべてのレイヤーのすべてのテキストがインポート され、
Transit エディ タで表示されます。 非表示のレイヤーのテキスト もすべて翻訳
できます。

･ 例 ：

TextFromInvisibleLayers=0

非表示のレイヤーのテキストはインポート されません。

翻訳済みの PageMaker 文書の確認

非表示のレイヤーのテキスト も翻訳し、 翻訳済み文書を確認する際、 PageMaker で
はすべてのレイイヤーを表示させます。 そう しなければ、 非表示のレイヤーの翻訳
テキスト を確認できません。

PageMaker 用の追加パラメータ

PageMaker 用の追加パラメータは 5.2 "pm.ini ファイルのパラメータ " ： 54 ページ
にまとめてあります。これらのパラメータはpm.iniファイルでも使用されています。



オプシ ョ ンフ ィルタ

46 Transit XV - フ ィルタ

4

04
09

17

4.6.2 PageMaker のインストール

PageMaker ファイルをインポート／エクスポートすると、 自動的に PageMaker プ
ログラムが開きます （図 4-2）。 したがって、 Transit をインストールした PC には
PageMaker をインストールする必要があります。

PageMaker が見つからない

PageMaker を複数回異なるフォルダにインス ト ールしているこ となどが原因で、
PageMaker プログラムが見つからない場合、 以下のメ ッセージが表示されます。
Error: PM: Cannot run PM: Win Exec Failed

この場合、 star.ini ファイルに、 PageMaker および PageMaker テーブルエディ タ
がインス トールされているパス名を明示します。 Windows NT の場合、 star.ini
ファイルはフォルダ \winntに保存されています。

以下にしたがって PageMaker プログラムのパス名およびファイル名を指定します。

[PageMaker]
Exe60=<Path><PageMaker 6.0 program file>
Exe65=<Path><PageMaker 6.5 program file>
Exe70=<Path><PageMaker 7.0 program file>
Table30=<Path><PageMaker table editor program file>

図 4-2: Transit でインポート中に PageMaker が開く
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例 ：

[PageMaker]
Exe65=C:\programs\Adobe\PageMaker6.5\PM65.EXE
Table30=C:\programs\Adobe\PageMaker6.5\TABLE30\Table30.EXE

4.6.3 PageMaker のバージ ョ ンが異なる場合のエクスポート
メ ッセージ

使用されている PageMaker バージョ ンがファイルの拡張子に表示されているバー
ジ ョ ンと一致しているかチェ ックできます。

バージ ョ ンが異なると、 以下のメ ッセージが表示されます。
File format isn't corresponded with filter.

メ ッセージは、 ファイルが作成された PageMaker のバージョ ンと、 エクスポートで
呼び出される PageMaker のバージョ ンが異なっている、 という内容に過ぎません。
例 ： PageMaker 6.5 is called up when exporting a PageMaker 6.0 file. しかし、 通常、
エクスポートは順調に実行されます。

必要に応じ、 エクスポート中に PageMaker のバージョ ンを比較し、 メ ッセージを表
示させるかどうか指定できます。 詳細は 5.2 "pm.ini ファイルのパラメータ "、 パラ
メータ   "WarningCorrespondedVersion" ： 56 ページ を参照して ください。

4.6.4 PageMaker インポートの改善

PageMaker ファイルのインポートおよびエクスポートに問題がある場合、 pm.ini
ファイルのパラメータを変更し、 動作を改善できます。 これらの変更はインポート
およびエクスポートの所要時間に影響します。

このパラメータは、 デフォルトではインポートの速度優先に設定されています。 し
かし、 この設定がシステム環境によっては動作を不安定にすることがあります。 パ
ラ メータの詳細は 5.2 "pm.ini ファイルのパラメータ " ： 54 ページ を参照して くだ
さい。

デフォルト値で希望する結果が得られない場合、 以下のパラメータの変更を推奨し
ます （表 4-2）。

パラ メータ デフォルト値 変更値

RestartCount 5000 500

UseTaggetText 1 0

BrakeCount 0 10

BrakeTime 0 1000

WaitAfterStart 10000 30000

表 4-2: pm.ini ファイルのパラメータの変更値
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4.6.5 エクスポート済み文書の 「タグ付きテキスト」

エクスポート した PageMaker 文書に不要なタグが含まれる場合、 pm.ini ファイル
を変更し、 改善できます。

パラ メータ UseTaggetText=0の値を変更します。 詳細は 5.2 "pm.ini ファイルのパ
ラメータ "、 パラ メータ   "UseTaggetText" ： 55 ページ を参照して く ださい。

4.6.6 DDE 接続

「DDE 接続」 により、 インポートまたはエクスポートのために Transit は PageMaker
とデータの受け渡しを行ないます。 システムの状況により DDE 接続が失敗したり、
消失することもあります。 pm.ini ファイルのパラメータを変更し、 DDE 接続を安
定させることができます。 DDE 接続に問題がある場合、 以下のメ ッセージが表示さ
れます。

･ 「DDE 接続に失敗しました」

このエラーが発生した場合、 RestartCountパラメータの値を減らし、
BrakeTimeパラメータの値を増やします。 パラメータの詳細は 5.2 "pm.ini
ファイルのパラメータ "、 パラ メータ   "RestartCount" ： 54 ページ および  
"BrakeTime" ： 55 ページ を参照して ください。

･ 「DDE 接続が消失しました」

このエラーが発生した場合、 BrakeCountパラメータの値を 1000 に、
BrakeTimeパラメータの値を 1 に設定します。 パラメータの詳細は 5.2 
"pm.ini ファイルのパラメータ "、 パラ メータ   "BrakeCount" ： 55 ページ およ
び  "BrakeTime" ： 55 ページ を参照して ください。

4.6.7 PageMaker を Transit でインポートするときの改善の
ヒン ト

一般的に、 PageMaker 文書のインポートおよびエクスポートの実行は、 操作が実行
されているコンピュータの構成に大き く依存しています。 あるコンピュータで
PageMaker ファイルのインポートおよびエクスポートに成功しても、 ほかのコン
ピュータでもインポートおよびエクスポートに成功するというわけではありません。

pm.ini ファイルのパラメータを変更するのとは別に、 以下の方法を試すこともで
きます。

･ ファイルを別名で保存する。

PageMaker 上でファイルを別名で保存し、 そのファイルを Transit でイン
ポートする。

場合によっては、 新規ファイルを別名で保存してインポートすると成功しま
す。

･ プリンタおよびフォン ト をチェ ックする。

インポートおよびエクスポート中にファイルが開いた時、 存在していないフォ
ン トまたはプリンタが指定されている場合、 問題が生じることがあります。 し
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たがって、 使用されているプリンタまたはフォン トが有効であるかどうか確認
し、 必要に応じて設定を変更します。

4.6.8 Macintosh 版 PageMaker ファイル

顧客から受け取った PageMaker ファイルが Macintosch 版でも、 Transit でインポー
トするとき、 自動的に PageMaker （Windows 版） ファイルが開きます。

Macintosh 版および Windows 版の PageMaker のバージョ ンにより、 Macintosh 版の
PageMaker ファイルを開く際、 ファイルが壊れることがあります。 したがって、
Transit で PageMaker ファイルを自動的に開けな く なります。

Mackintosh 版 PageMaker ファイルで問題が生じた場合、 以下にしたがってファイ
ルを事前処理します。

Mackintosh 版 PageMaker ファイルを事前処理する方法

1 Windows 版 PageMaker でファイルを開きます。

2 PageMaker でファイルが開かれるまで、 メ ッセージを確認します。

3 ファイルを別名で保存します （4.6.7 ： 48 ページ も参照）。

そのファイルを Transit でインポートできます。

4.7 Visio

Visio と Transit のデータ交換には XML drawing を用います。

Visio を使用して、 文書を XML drawing と して保存できます （4.7.1 ： 50 ページ 参
照）。 このファイルを Transit へインポートできます。

文書を Transit で翻訳したら、 Transit からエクスポート します。 そして、 Visio で
XML drawing と して開き、 Visio 文書として保存します （4.7.2 ： 50 ページ 参照）。

別売りフ ィルタ  – インストール時のパスワード

これらのファイルをインポートするために必要なフ ィルタはオプシ ョ ンであり、 標
準装備されていません。 フ ィルタは別途インストールする必要があり、 インストー
ル時にはパスワードが要求されます。 詳細は弊社の営業担当へお問合せください。

フ ィルタのインストール方法については 「Transit XV - インストール」 マニュアルを
参照して ください。
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4.7.1 Transit へインポートするために Visio 文書を XML 
drawing と して保存

Visio 文書を Transit で翻訳するため、 XML drawing と して保存する必要があります。
このファイルを Transit でインポート します。

Visio 文書を XML drawing と して保存する方法

1 文書を Visio で開きます。

2 [File]|[Save as] を選択します。

[Save drawings] ウィンドウが表示されます。

- [ ファイルの種類 ] で、 [XML drawing] を選択します。

- 保存先のフォルダおよびファイル名を選択します。

- 選択を確認し、 [ 保存 ] をクリ ックします。

文書は XML drawing と して保存されます。 このファイルをインポート し、 翻訳しま
す。

4.7.2 翻訳済みの XML drawing を Visio 文書として保存

Transit で翻訳された XML drawing を受け取り、 Visio で開いて Visio 文書として保存
できます。

翻訳済みの XML drawing を開いて Visio 文書として保存する方法

1 Visio で、 [File]|[Open] を選択します。

[Open file] ウィンドウが表示されます。

- 開く XML drawing の保存先およびファイル名を選択します。

[Open file] ウィンドウには、 XML drawing （vsx） だけでな く Visio 文書
（vsd） も表示されます。 Transit で翻訳の済んだ XML drawing （vsx） を選
択するように注意して く ださい。

- 選択を確認し、 [ 開く ] をクリ ックします。

ファイルが開きます。

2 [File]|[Save as] を選択します。

[Save] ウィンドウが表示されます。

- [ ファイルの種類 ] で、 [Drawing] を選択します。

- 保存先のフォルダおよびファイル名を選択します。

- 選択を確認し、 [ 保存 ] をクリ ックします。

拡張子が vsd である Visio 文書としてファイルが保存されます。 これで翻訳済みの
ファイルは Visio 文書として使用できます。
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4.8 XGate

QuarkXPress ファイルを Transit 上で作業できる形式にする最も容易な方法は、
QuarkXPress XTension 「XGate」 を使用することです。 この場合、 QuarkXPress の
ドキュメン トは Transit 用の特殊なファイル形式で保存されます。

XGate はテキストをレイアウト情報から分離します。 レイアウト情報についての
「タグ」 がテキストに付随されます。 XGate を使用すれば、 テキストボックスが連結
されていても特に問題ありません。

Transit でこのテキスト ファイルをインポート し、 翻訳できます。 エクスポート した
翻訳済みのテキスト ファイルを XGate で QuarkXPress に取り込むと、 自動的にオリ
ジナルのレイアウトが再現されます。
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5 付録

5.1 ファイルの要素

ファイル形式を問わず、 オリジナルファイルにあるほとんどすべての要素をイン
ポートできます。 特定のファイル要素に関する特徴を表 5-1 にまとめてあります。

要素 特徴

マーカ （索引、 用語解説、
ハイパーテキストなど）

オリジナルのファイルのマーカに複数のエン ト リが含
まれている場合、 エン ト リを 1 つのみ含む複数の索引
マーカに分割される。

変数 変数の名前ではな く テキスト中の変数の値を表示。

計算式 専用エディ タ （例 ： FrameMaker 公式エディ タ） で作
成された方程式と公式の中のテキストはインポート さ
れない。

クロスリファレンス定義 クロスリファレンスの定義ではな く、 テキスト中のク
ロスリファレンスの内容を表示。

グラフ ィ ッ クのテキスト 該当するプログラムで作成したグラフ ィ ッ ク内のテキ
ストまたはグラフ ィ ッ クフレームのテキスト をイン
ポート可能。

PhotoShop のように、 グラフ ィ ックの一部となったテ
キストはインポート不可。

特殊文字 等幅スペース、 ハイフンのような特殊文字はそのま
ま。

引用符 引用符号は変更されない。

言語情報 エクスポート時、 ハイフネーシ ョ ンなどの言語情報が
ターゲッ ト言語で自動的に変更。

言語に割り当てなかったテキストは、 言語情報なしの
まま。

オブジェク ト インポート済み OLE オブジェク トの内容をインポー
トできる。

OLE オブジェク トのファイルの種類は自動的に認識
される。 しかし、 インポート フ ィルタがインストール
されているオブジェク トのみインポート可能。

表 5-1: Transit がインポートできる要素と特徴
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5.2 pm.ini ファイルのパラメータ

PageMaker ファイルのインポートおよびエクスポートに使用されるパラメータは、
pm.ini ファイルで指定されています。 ファイルは Transit インストールフォルダの
サブフォルダ config\sys にあります。

すべての PageMaker ファイルおよびコンピュータに対して最適なデフォルト値とい
うものはありません。 したがって、 インポートおよびエクスポート を最適化するた
め、 各変数の設定をテストする必要が発生する可能性があります。 詳細は 4.6 
"PageMaker" ： 44 ページ を参照して ください。

pm.ini ファイル変更後は保存して閉じる

pm.ini ファイルを変更した場合、 保存してから閉じます。 そして、 PageMaker 文
書を再度インポート します。 変更した値が使用されます。

pm.ini ファイルには以下のパラメータが含まれます （表 5-2）。

パラ メータ 意味

TextFromInvisibleLayers 非表示のレイヤーを翻訳 （4.6.1 " 非表示のレイヤー
を翻訳 " ： 44 ページ 参照）

RestartPM PageMaker を呼び出す場合、 再起動するかどうかを
指定できる。

可能な値 ：

0 ： PageMaker は再起動されない。
1 （推奨） ： PageMaker は再起動される。

RestartCount を使用し、 PageMaker を呼び出す回
数を指定する。

RestartCount PageMaker を呼び出す回数。 RestartPM も合わせて
参照。

値 ：

PageaMaker を呼び出す回数。

推奨値 ： 15000

表 5-2: pm.ini ファイルのパラメータ  
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UseTaggetText PageMaker のテキストをインポートおよびエクス
ポートする場合、 「タグ付きテキスト」 を使用するか
指定する。

データ変換は 「タグ付きテキスト」 を使用した方が速
い。 しかし、 フォン ト属性の処理時、 属性が失われ
る、 または間違った定義がされるなどの問題が発生す
ることがある。

可能な値 ：

0 ： 「タグ付きテキスト」 が使用されない。
1 ： 「タグ付きテキスト」 が使用される。

BrakeCount PageMaker を呼び出す場合、 その間隔を指定できる。

値 ：

PageaMaker を呼び出す回数。

推奨値 ： 0

BrakeTime で、 呼び出す間隔を指定する。

BrakeTime PageMaker を呼び出す間隔。 BrakeCount も合わせ
て参照。

値 ：

PageMaker を呼び出す間隔 （ms）

推奨値 ： 0

WaitAfterStart PageMaker に接続する前に、 PageMaker を起動した
後でウィンドウを表示 「しない」 間隔を指定する。

値 ：

PageMaker を呼び出す間隔 （ms）

推奨値 ： 10000

Win98DDEConnectionCount PageMaker への DDE 接続が Windows 98 では不安定
な場合がある。

DDE 接続を何度リクエスト した後に再度初期化する
か指定できる。

値 ：

リクエストの回数

推奨値 ： 100

パラメータ 意味

表 5-2: pm.ini ファイルのパラメータ （続き） 
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MinimWindowPM フ ィルタ リング時、 PageMaker ウィンドウを表示す
る回数を最小化するか指定できる。

システムの状況により、 PageMaker ウィンドウを最
小化した場合、 DDE 接続に失敗する場合もある。

PageMaker ウィンドウを最小化しない場合、 DDE 接
続は安定するが、 フ ィルタ リングは遅く なる。

可能な値 ：

0 ： ウィ ンドウを最小化しない。
1 （推奨） ： ウィ ンドウを最小化する。

WarningCorrespondedVers
ion

PageMaker のバージョ ンが異なる場合のエクスポー
ト メ ッセージ （4.6.3 "PageMaker のバージョ ンが異な
る場合のエクスポート メ ッセージ " ： 47 ページ 参照）

可能な値 ：

0 ： バージ ョ ンが比較されない。
1 ： バージ ョ ンが比較され、 必要に応じて警告メ ッ
セージが表示される。

パラ メータ 意味

表 5-2: pm.ini ファイルのパラメータ （続き） 
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